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１ 4

Ｐ４～６
学校司書配置、人的物的環境整備とその活用
がもっとクローズアップされる必要があります。
ボランティアはあくまでも補助・サブ的な立場だと
思います。

物や環境が整備されても、子ども読書活動を本当に「子どもたちの
もの」にする決め手は「ひと」による関わりがそこにあるかどうかだ
と考えます。ご指摘の通り、学校ならば学校図書館に司書教諭、あ
るいは学校司書といった人材が配置されて、日々の読書活動や学
習指導にいかせるシステムが整っていることが、学校図書館活性
化への大きな道筋です。そこにボランティアの方々のご厚志がプラ
スされたら、子どもたちにとってどれほど魅力的な学校図書館が生
まれるか計り知れません。活用のクローズアップが足りないとの
メッセージを激励と受け止め、人的環境整備をすすめるべく努めま
す。補助やサブといった位置づけを超えて、ボランティアの皆さん
の支えはこれからも重要な要素です。

２ 5

『子ども読書活動推進協議会」という組織が立ち
上がり、中学校区あげての支援体制が整いつつ
あること、良いと思います。本校で、その組織に
所属されている方や、図書ボランティアの方の
御尽力で、コンピューターによる本の貸し出し、
廊下等の学年文庫の設置、本の紹介等、本当
に良くして頂いております。その方達への謝礼
を、尐しでも予算として計上して頂けたらと思い
ます。“ボランティア”本来の意味とは違ってくる
かもしれませんが、多大な労力と御厚意にの
み、甘えていて良いものかと思います。

子ども読書活動推進協議会の運営費は、市から活動に必要な事
業経費を支出しています。ボランティアへに対する謝礼は支出対象
とはなりませんので、ご理解ください。

平塚市子ども読書活動推進計画（第二次）素案に対する意見と市の考え一覧

対象事業
意見内容 意見に対する考え
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３ 5

・蔵書などの管理の充実
小・中学校の学校図書館の蔵書はデーターベー
ス化を行った。
→これは小・中学校全校で終了しているという意
味でしょうか。（全くデーターベース化されていな
い学校、途中段階の学校はありませんか。司書
が配置されていない学校も既に済んでいるので
しょうか）。
データーベース化しているのなら　早急に中学
校と小学校の連携で、小学校に中学校の本の
貸し出しができませんか。

学校の蔵書のデーターベースはすでに行っており、新規購入本を
随時登録しています。相互の貸し出しについては、様々な機関と連
携を図り、進められるよう働きかけます。

４ 5

協議会については代表者会議でいろいろな問題
点が挙げられています。そもそも活動状況の異
なる学校ボランティアを横並びに協議会の構成
員にしてしまったことに問題があるのではないで
しょうか。学校ボランティアに参加する人は学校
のボランティアに参加したいのであって、子ども
読書活動の推進まで考えている訳ではありませ
ん。
協議会を続けていくのであれば有志による団体
を立ち上げて、各中学校区の協議会はその受け
皿となって活動するのがよいと思います。（予算
は雑費程度で）有志による・・・。

学校ボランティアの考え方は一律でなく、個人により様々であると
認識しています。
ご指摘の内容は、今後の課題とします。

５ 8

推進計画の視点「つながり」を重視したと言えな
いのでは。全体を通して見ると「学校」内部だけ
にとどまっている印象があります。家庭・地域・ボ
ランティアとのつながりが欠けている。更に具体
性にも欠けていると思います。学校内部だけで
は人材不足、人手不足で図書館運営にはボラン
ティアの助けが不可欠だと県推進計画にありま
すので、再考を望みます。

この計画は、第一次計画の検証によって足りない部分や、第二次
計画の中のめざすものを達成するために、新たな「つながり」という
キーワードを掲げ、平成２２年度からの５年間で取り組む方向性を
示したものです。
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６ 9

「３計画の対象」について
子どもの読書活動の推進に関わる人の中に、ボ
ランティアグループが入っている。現在、学校の
ボランティアをお願いしている方々は、あくまで
学校の図書室の充実に対する手助けとして引き
受けて下さっている方々です。子どもの読書活
動の推進に携わるという面では、もちろんお願い
したいと思うが、組織の一員として協議会などへ
参加することは大きな負担となり、本来のボラン
ティアという目的から大きくずれてしまう。負担が
大きくなってしまうと、ボランティアの引き受け手
も減ってしまい、学校司書がいない状態では余
計に衰退してしまう。協議会の体制など、負担に
ならない形で考えていただきたい。

中学校区ごとに協議会が設立されてからは、ボランティアに、学校
の保護者、公民館の図書ボランティア、自治会回覧板などの募集
により集まった地域ボランティアの方々も参画されるようになってき
ています。また、市内には読書活動をされている様々なボランティ
アグループがあります。このような現状を踏まえて、本計画は市内
各地区で読書活動されている様々なグループも当然対象となりま
す。
協議会の体制や負担感などの課題については、事業番号３７「子
ども読書活動推進協議会の活動の活性化支援」で取り組むことと
しています。
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７ 10

Ｐ１０～１１
「めざすもの」…生きる力の基礎を養うと言い切
れるかどうか心配である。生きる力は、学校の
創意工夫と家庭・地域との連携・協力のもとに、
さまざまな活動、体験、学び、学習が総合的に
からみあう中で培われるもの。
読書活動と結びつけることは、まちがいではない
が、他の要素を相対的に打ち消してしまう心配
がある。
「めざす子ども像」…各要素の土台の一部、条件
の一部につながるものであって読書活動がメイ
ンではない。道徳教育、総合的な学習と各教科
指導を通してねらうものがここにあげられている
が、めざす所が大きすぎるのではないか。読書
活動と他の活動の関連のあり方によって、子ど
も像につながっていく。ステップが飛躍しすぎて
いる。

「めざすもの」
　あらゆる場面で、多くの方々との関わりを経て、様々な教育活動
全体を通じて「生きる力」ははぐくまれていくものです。御意見にあ
る通り、総合的な作用で育成される力です。その基礎を養うものの
一つに読書活動があり、決して他の要素を相対的に打ち消してし
まうという認識ではありません。「生きる力」の要素は多様です。そ
の多様な要素をもつ「生きる力」は、大人が“これだよ”といって与え
るものではなく、子どもたち自らが出会い、かかわり、体験すること
を通して身に付けていくものでしょう。その時、《めざすもの》の記述
にある通り、“主体的に読書活動にかかわる”ことが大きな要因と
なると考えます。生きる力を子どもたち自身の力で身に付けていこ
うとするとき、主体的読書活動が子どもたちの力になってくれること
をめざしているわけです。

「めざす子ども像」
　めざすところが大きすぎ、飛躍しすぎではないかという御意見で
すが、誕生からおおむね１８歳までの子どもたちを対象に、読書活
動を通して「豊かな心をはぐくむ」「自分の考えをもつ」「進んでひと
とかかわる」子どもたちになっていってほしいと掲げた子ども像で
す。もちろん、読書活動だけがそうした子になるためのメインである
とか、中核であるなどという思いはもっておりません。誕生後、ぬく
もりあるかかわりの中で、子どもたちは五感を通して言葉を獲得し
ていきます。聞く、話す、やがて、読む、書くなどの様々なコミュニ
ケーション活動や学習活動を通して自立へのステップを踏んでいき
ます。一足飛びにはいきません。でも、１８年余に及ぶ長い道のり
の中で、豊かな読書活動が展開されていくことにより「めざす子ども
像」に近づけるものと考えます。
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８ 11

Ｐ１１のＰＩＳＡ型読解力（ピサがたどっかいりょく）
はとても目立つのですが、ＰＩＳＡ（ピサ）型読解
力の表記の方がきれいな感じがするのですが如
何でしょうか。
次回のＰＩＳＡ調査はいつでしょうか。

表記についてはご指摘のとおり修正します。
ＰＩＳＡ調査はＯＥＣＤ（経済協力開発機構）の教育指標事業の一環
として実施している「生徒の学習到達度調査」です。平成１２年の第
1回調査以後、３つの分野（読解力、数学的リテラシー、科学的リテ
ラシー）にわたり、３年ごとに調査を実施しています。次の第５回は
平成２４年に数学的リテラシーを主に調査する予定です。

９ 15

Ｐ１５に、初めて「司書教諭」という言葉が出て来
ますが「学校司書」と「司書教諭」の違いは何で
しょうか。
Ｐ２の国・県の取組などで説明して頂けると助か
ります。

「司書教諭」は、学校図書館の専門的職務を行う教員で、国の学校
図書館法に定められています。「学校司書」は、市費負担により本
市独自で雇用している臨時職員で、司書教諭を補佐し、学校図書
館の機能の充実を図るために配置しています。

１０ 16
成果指標につい
て

学校司書の配置数の成果指標に平成２４年度
には４３校全てとなっていますが、なるべく早く配
置してください。司書教諭は、司書の仕事をする
にあたっての配慮が特にないため、学校図書館
を充実させるためには学校司書は欠かせませ
ん。また、学校司書の力は大変に大きいものな
ので、市内中学校１５校が同時に配置されること
を望みます。

学校司書（サン・サンスタッフ）の配置校において、児童の読書活
動の成果が表れています。平成２４年度のまでの小・中学校全校
配置をめざして努力していきます。
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１１
４
（５）

地域の子育て中
の親子への絵本
の読み聞かせ
（ボランティアによ
る園児への読み
聞かせ）

すでに、保育園、幼稚園で園児や開放の親子に
読み語り等の活動をしている個人や団体も（私
も１０年程活動させて頂いています）多くあると思
います。今まで各園と自発的に活動してきたボラ
ンティアと行政とが上手に手を取り合うことが大
切かと思っています。

今後も子どもたちへの読み聞かせをボランティアとの協働により、
進めていきたいと考えています。

１２ 5
ボランティアによる
園児への読み聞
かせ

保育園での実施と記載がありますが、対象とな
る保育園は市立に限られますか？
読み聞かせする保育園の地域は選べますか？

公私立の保育園児と地域の方々との交流という面からも、ボラン
ティアによる読み聞かせの場を提供します。
地域割はありません。

１３ 8
家庭への子ども読
書活動の啓発

新規の事業なので、具体例が無いためまだわか
りませんが、読書活動に関するＰＴＡや学校の理
解がより深まると、図書ボランティアとしても活動
しやすいと思います。

新規事業のため、周囲の理解を深めることを当面の課題と考えて
います。そこで、ＰＴＡ等へ啓発を促すとともに、図書館ホームペー
ジ、ポスター、チラシ等で子どもの読書及び家庭での読書の大切さ
の周知を図ります。
　「おすすめの本」リストの配布も計画しています。

１４ 8
家庭への子ども読
書活動の啓発

わが子の通う花水小学校では、司書が毎月発
行してくれる図書室便りがあります。これは子ど
ものみならず家庭向けにも書かれているので、
普段あまり学校の図書室に足を運ぶことのない
保護者や忙しい学級担任の先生にも、図書室や
図書委員、図書ボランティアの活動の様子、お
薦めの本の情報等を知る貴重な情報源になって
います。これも、司書が配置されたからこそ実現
できたことであり、家庭への子ども読書活動の啓
発に対しとても有効なものとなっています。早く
全部の小学校に司書が配置されることを願いま
す。

学校司書（サン・サンスタッフ）の配置に伴い、読書活動の充実に
成果が表れています。平成２２年度に小学校全校配置いたしま
す。
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１５ 8
家庭への子ども読
書活動の啓発

○○小の学校司書は、定期的にbook newsとい
う題名のお便りを出して下さいます。学校の図書
館での子ども達の様子や本に関する催しのお知
らせなどを載せて下さいます。時には大人向け
のおすすめの本を紹介してくださることもあり、
先生のおすすめの本の記事を通じて、今まで読
んだことのなかったジャンルの作家さんを知りま
した。
家庭で親が本を読んでいる姿を見て、子どもは
以前にも増して本を読むようになりました。もとも
と本好きの娘とは今、お互いに読んでいる本の
感想をのべあったり、同じ本を読んで共感しあっ
たりしています。親子のコミュニケーションの潤
滑油のようなお便りにとても感謝しています。

ご意見のような取組を、学校、子ども読書活動推進協議会、市立
図書館など様々な形で広めていくよう努めます。

１６ 12
子どもの家でのお
はなし会

（Ａ地区にある「子どもの家」について）
１つのボランティアがお話し会を担当するのは負
担が大きい気もします（回数にもよりますが）。
お話し会の時間を午後にする、高学年（小学校）
以上を対象とした内容も考えていただきたいで
す。

「子どもの家」に午後来館するほとんどの児童の目的は、遊ぶこと
です。よって、おはなし会に参加する児童は見込まれないため、午
後開催はおすすめしていないのが現状です。小学校高学年を対象
にしたおはなし会については、効果的な実施方法について関係団
体と検討していきます。
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１７ 12
子どもの家でのお
はなし会

（Ｂ地区にある「子どもの家」について）
実際に行われているお話会の対象年齢は違っ
ていると思います。
未就学の幼児を対象として２つのボランティアグ
ループが行っています。
小学生（７才～）から中学生（～１５才まで）を考
えているならば、新たな方法で本にふれる機会
を作るように考えた方が良いと思います。

定期的に開催しているおはなし会において、未就学児の参加者が
多い点は把握しています。しかし、対象年齢を限定していないおは
なし会もあるので、「子どもの家」を利用できる年齢（中学生）まで対
象に含みました。また、夏休み期間中に開催しているおはなし会で
は小学生の参加も見られます。
対象年齢を絞ったおはなし会については、効果的な実施方法につ
いて関係団体と検討していきます。

１８ 12
子どもの家でのお
はなし会

子どもたちに本にふれて読んでもらうために、重
要な事業だと思う。今後も各機関が連携を図っ
て続けて頂きたいと思います。

今後も関係団体と協力し、継続していきます。

１９ 13

ボランティアグ
ループとの連携に
よる公民館の図書
の充実

山城学区としては、公民館図書を「工作教室」で
のお話し会に使用させていただき活用させてい
ただいていますが、一般には、貸し出しが出来る
事なども知らない人達が多いように感じます。
公民館図書の充実と共に借りやすい体制を整え
ていただければと思います。

図書の貸し出しについては、一部の公民館でのみ実施していま
す。貸し出しできる館については、地域への周知を図っていきま
す。
なお、多くの公民館では施設規模の関係で蔵書の増加又は配架
場所の設置が困難であり、貸し出し体制をとるまでには至れない
状況です。
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２０ 14

公民館利用者と
の連携による本の
リサイクルボック
ス事業

幼稚園や保育園ではボロボロの本を大事に読
んでいるが、資源ゴミの日にはそれよりはるかに
きれいな本たちが束ですてられているのを目に
する。特に絵本は子供が大きくなって不要になる
ケースが多いので園などを通じてリサイクルの
周知をはかってはどうでしょうか。

家庭で不用になった本のリサイクルについて、一部の公民館で受
け入れを行っており、公民館図書の整備に役立てています。また
子ども読書推進協議会が行っているものは、公民館図書の充実以
外にも地域の保育園などで活用していただいています。
本の整理等を行っていただくボランティアの確保や、公民館の施設
規模による図書配置場所等の制約などの問題がありますが、受け
入れを行う館については増加を図りたいと考えています。

２１ 15
使いやすい図書
館

以前に比べ中央図書館の駐輪スペースがせま
く、使いにくくなったように思います。検討をお願
いします。
対応してくださる方が増えたようで、ききやすく、
又、対応もとてもていねいで利用しやすいです。

駐輪スペースについては、平成１８年、１９年の２年間で場所を変
更し面積も約２倍にしました。
　接遇については、気持ちよく図書館を利用していただけるよう職
員一同研修等を行い取り組んでいきます。

２２ 18

ボランティアグ
ループ等への講
師派遣などの支
援

中央図書館（会場）で、「読み語り講習会」が行
われていますが、参加するのが抽選である事、
中央図書館以外の図書館（西・南・北）で行われ
ない事を改善していただけるとうれしいです。

講習会では実演を行うために人数制限を行っていましたが、講習
内容を見直すことで、より多くの方が参加できるように努力します。
なお、図書館員を講師とした「読み語り講座（入門編）」は,各協議
会、各グループ等の申し出があれば、随時開催します。会場は各
図書館でも市内ご指定の会場に出向きます。



ページ 事業Ｎｏ 事業名
対象事業

意見内容 意見に対する考え

２３ 18

ボランティアグ
ループ等への講
師派遣などの支
援

講習会を中央図書館で主催してますがニーズの
ある講習会については参加人数を区切らないで
全て受け入れてください。たとえば、高学年向け
の読み聞かせ講習会は抽選の場合があると聞
きます。一番多感な時期への読み聞かせは　ボ
ランティアの意欲も低くその点をフォローする講
習会は絶好の機会で、とても嬉しいです。しかし
抽選に外れたら　来年まで待つのでしょうか。
もっと広い会場を用意するなど　希望する全ての
ボランティアを受け入れられないのですか。ボラ
ンティアの技術の向上が　子ども達の本への親
しみに繋がると思うので是非お願いします。

２４ 18

ボランティアグ
ループ等への講
師派遣などの支
援

最近、読み聞かせボランティア初心者への市主
催の講習会等はよく目にします。一般的には、
図書ボランティア＝読みきかせボランティアとい
うイメージが強いですが、図書室の整備は手間
や専門技術が必要なものが多く、司書一人だけ
では追いつかないのが実状です。図書整備ボラ
ンティアの活動がまだ充実していない学校や地
域への講師の派遣等が必要と感じます。これに
は、例えばベテランボランティアを他地区に交流
を兼ね講師として派遣するなどといった、全市的
なネットワークの活躍が期待されるものと考えま
す。

子ども読書活動推進協議会からの要望で、図書修繕や著作権に
ついての講習会をすでに実施しています。
ボランティアの派遣については、事業番号３５「子どもの読書活動
に関する全市的なネットワーク組織の構築」、事業番号３７「子ども
読書活動推進協議会の活動の活性化支援」で実施に向けて協議
します。

講習会では実演を行うために人数制限を行っていましたが、講習
内容を見直すことで、より多くの方が参加できるように努力します。
なお、図書館員を講師とした「読み語り講座（入門編）」は,各協議
会、各グループ等の申し出があれば、随時開催します。会場は各
図書館でも市内ご指定の会場に出向きます。



ページ 事業Ｎｏ 事業名
対象事業

意見内容 意見に対する考え

２５ 19
来館しにくい子ど
もへのサービス

地域の図書館に来館しにくい子どもたちが一番
身近に利用しやすいのが、小学生・中学生であ
れば学校図書館です。
学校図書館の充実に一層の力を入れることが、
来館しにくい子どもたちへ本を届ける一番の近
道だと思います。

現在、来館しにくい子どもへのサービスとして移動図書館車を活用
した巡回・訪問を行っております。市内で訪問を希望する幼稚園・
保育園に「移動図書館あおぞら号」で出向いています。また、各図
書館から遠い地域の学校・公民館等にステーションを設置し、来館
しにくい子どもへのサービスも行っています。
学校図書館については、事業番号３１「学校図書館の蔵書の充実」
で取り組んでいきます。

２６ 21
支援を要する子ど
もへの配慮

ブックスタートに始まり、どの年令の子ども達も
（支援を必要とする子どもを含めて＝具体例を
進めてほしい）とりこぼされることなく、家庭・地
域・行政・ボランティアの手が届き、心豊かに育
つことを願ってやみません。

全ての子どもへの読書環境の向上を図る中で、支援を要する子ど
もに対しては格別の配慮が必要だと考えています。具体的には、
多国語の資料の充実や、ブックスタートで開催会場への来場が困
難な方には移動図書館開設時に実施するなどの取組を行っていま
すが、今後もさらに充実に努めます。

２７ 22
読書相談や調べ
ものサービスの充
実

図書館でレファレンスサービスが受けられること
など、一般にはまだまだ広くは知られていないよ
うに感じます。もっと図書館を有効に活用できる
よう、図書館ではこんなサービスが受けられま
す！と、分かりやすく市民に知らせてほしいで
す。

読書相談や調べものに対するサービスを積極的に周知していきま
す。



ページ 事業Ｎｏ 事業名
対象事業

意見内容 意見に対する考え

２８ 23
学校と図書館の
協力事業

図書館からは、いつも優先的に学校の図書室へリサイクル
本を提供していただき、ありがとうございます。
調べ学習に使う本は“子どもが必要としている本”とアンテ
ナを張って、図書室に準備しているのですが、それでもなか
なか対応できないことがあります。そういうときは、図書館
から本をお借りすることになります。団体貸しだしで本をかり
借りる場合、あおぞら号の本に限られてしまいます。
貸しだし期間は、２週間～1カ月で十分ですので、図書館の
本を小学校としてかりられるルールが早く出来ることを期待
します。

　中央図書館をはじめ市内４館では、個人利用のため本を各種類
取り揃えていますが、現状では学校に団体貸出で提供できるだけ
の複本数がありません。したがいまして、学校の希望に沿ってまと
めて貸出を行うと、個人利用者へのサービスに支障をきたすため、
団体貸出する資料は移動図書館用の資料に限らざるをえないの
が現状です。

２９ 23
学校と図書館の
協力事業

学校図書館への援助とは何でしょうか？学校司
書が配置されていない学校への援助でしょうか

市内の小・中学校と公共図書館との協力・連携を充実させるため、
情報交換・図書の寄贈等の他にボランティアの研修講師派遣や利
用ガイダンス、幼稚園や小学校の見学、中学・高校・新採用教員な
どの体験学習の受け入れ等を行っています。



ページ 事業Ｎｏ 事業名
対象事業

意見内容 意見に対する考え

３０ 23
学校と図書館の
協力事業

学校の授業などに必要な資料を簡単に市の図
書館から借りられたり、学校と図書館で同じテー
マにそったブックフェアを同時に開催するなどと
いった学校・図書館間の連携を、わかりやすく利
用しやすく強めてほしいです。

　学校の授業に必要な本は基本的には学校図書館で収集してい
ます。市立図書館の子どもコーナーの本は、個人に貸出を行うた
めに市が収集しているもので、学校の希望に沿うだけの複本数が
ありません。したがいまして、学校の希望に沿ってまとめて貸出を
行うと、個人利用者へのサービスに支障をきたすため、団体貸出
する資料は移動図書館用の資料に限らざるをえないのが現状で
す。
　ご意見にある「同じテーマに沿ったブックフェア」の同時開催など
は、今後とも連携できるよう協議します。平成２１年度は、「自殺予
防週間」での連携を図りました。

３１ 25 学校司書の配置

司書教諭の配置が本校でもなされましたが、学
級担任等の兼務であり、司書としての仕事に専
念できないのが実情です。財政面で非常に厳し
いとは思われますが、専任の学校司書の配置を
強く望みます。

学級担任等の兼務により司書教諭としての活動が、十分できる状
況にないことは理解しているところです。専任の学校司書の配置は
考えていませんが、今後も常勤の専任司書教諭の配置について
国に強く要望します。

３２ 25 学校司書の配置

第二次計画を推進して頂きたいと思います。現
在、学校司書が配属されてから、子どもたちの
学校図書館利用や教師の図書の活用が、良い
方向に大きく変わってきています。
サンサンスタッフの一員ではなく、常任としての
学校司書の配置を強く望みます。

学校司書(サン・サンスタッフ)については、平成２４年度までの小・
中学校全校配置をめざしています。配置校においては、児童の読
書活動や学校図書館の充実に成果が表れています。
しかし、雇用については、「平塚市一般職の日々雇用臨時職員の
取扱要綱」に則っていることから、現状ではご意見に沿うことはでき
ないことをご理解ください。
また、専任の学校司書配置は考えていませんが、常勤の専任司書
教諭を配置するよう国に対して要望していきます。



ページ 事業Ｎｏ 事業名
対象事業
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３３ 25 学校司書の配置

学校司書がいらしてから図書館の機能が向上
し、学習に関連した図書を準備して下さったり
と、とても役立っています。
しかし、月に１２日間という限定された日だけで
あるし、研修権もない状態である。もう尐し日数
を増やし、子ども達が登校している時には、いつ
でもいるという状態であると望ましい。あるいは
何日から何日までというしばりをなくし学校の行
事等にあわせ柔軟に日にちを決められるように
してください。

３４ 25 学校司書の配置
学校の司書のお仕事が多く、月に１５回程度で
は仕事が片付かないのではないでしょうか。職
員と同じ待遇を望みます。

３５ 25 学校司書の配置

今年度は、小学校２４校へ学校司書が配置され
ました。おかげで小学校の図書館の環境はとて
も良くなっています。しかし、学校図書館の「充
実」ということを考えると、今の司書の配置状況
では、むずかしいように思います。月１２日、一
日５時間では日々の貸しだし・返却作業、図書
室の整理整とんで手一杯で、児童、授業にかか
わる教育活動にたずさわることはなかなかでき
ません。
将来的に学校司書の勤務時間（仕事内容を含
め）を考えていただけることを望みます。

学校司書(サン・サンスタッフ)については、平成２４年度までの小・
中学校全校配置をめざしています。配置校においては、児童の読
書活動や学校図書館の充実に成果が表れています。
しかし、雇用については、「平塚市一般職の日々雇用臨時職員の
取扱要綱」に則っていることから、現状ではご意見に沿うことはでき
ないことをご理解ください。
また、専任の学校司書配置は考えていませんが、常勤の専任司書
教諭を配置するよう国に対して要望していきます。
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３６ 25 学校司書の配置

平成２４年度に全校配置を明記していただき、大
変頼もしく思います。
一方で、既に現場でスキルを身につけた司書が
雇用条件の不安定さに転職を考えているという
ような話もちらほら聞きます。折角育った人材を
流失させるのはもったいないです。身につけた
特殊技能を長く現場で生かしてもらえるように配
置の先の条件整備も視野に入れるべきと考えま
す。

３７ 25 学校司書の配置

市内全小・中学校配置へむけ予算をとっていた
だき嬉しいかぎりです。
“全校配置”が優先されることはわかるのです
が、今後司書の待遇を考えていただけるとあり
がたいと思います。

３８ 25 学校司書の配置
学校司書の方には、これだけやって頂いている
のですから、仕事時間や待遇について、もっと改
善してあげて欲しいと思います。

３９ 25 学校司書の配置

第一次推進計画での学校司書の配置は、長
年、無人に等しかった学校図書館に命をふきこ
む事業であったと実感しています。
第二次計画での更なる充実を期待するととも
に、学校司書のサンサンスタッフ扱いの改善を
願いたいと思います。

学校司書(サン・サンスタッフ)については、平成２４年度までの小・
中学校全校配置をめざしています。配置校においては、児童の読
書活動や学校図書館の充実に成果が表れています。
しかし、雇用については、「平塚市一般職の日々雇用臨時職員の
取扱要綱」に則っていることから、現状ではご意見に沿うことはでき
ないことをご理解ください。
また、専任の学校司書配置は考えていませんが、常勤の専任司書
教諭を配置するよう国に対して要望していきます。
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４０ 25 学校司書の配置

学校司書さんのおかげで、子どもたちが沢山図
書館に来るようになりました。さらなる充実のた
めには司書さんが夏休みも勤務できるようにし
てあげて欲しいです。サンサンスタッフという立
場のためか、実際、勤務して仕事をしたいだろう
と思う３月～４月、７～８月等に何も出来ず、大
変だと思います。
司書としてとても大事なことだと思うので考えて
あげて欲しいです。

４１ 25 学校司書の配置

『学校司書』という存在は、社会的には何の権利
もありませんが、サンサンスタッフとしての勤務
は、時間や出勤日などいろいろと都合の悪いと
ころがあります。学校司書を置いていると歌って
いるだけではなく、そろそろ司書たちの権利も考
えていただきたいです。夏休みなど長期休みに
しかできない環境整備などもあり、もう尐し柔軟
な対応をおねがいしたいと思います。

学校司書(サン・サンスタッフ)については、平成２４年度までの小・
中学校全校配置をめざしています。配置校においては、児童の読
書活動や学校図書館の充実に成果が表れています。
しかし、雇用については、「平塚市一般職の日々雇用臨時職員の
取扱要綱」に則っていることから、現状ではご意見に沿うことはでき
ないことをご理解ください。
また、専任の学校司書配置は考えていませんが、常勤の専任司書
教諭を配置するよう国に対して要望していきます。
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４２ 25 学校司書の配置

子どもの通う小学校に司書が配置されて４年目
になります。図書室が学校の情報センターとして
機能するようになり、図書委員会や図書ボラン
ティアの活動も充実し、子どもたちにとってあた
たかい居場所になりました。未配置の学校にも
早く配置されるよう切望します。
配置された学校も、まだサンサンスタッフなの
で、司書不在の日には学校図書館が機能しにく
くなってしまっています。できれば専門・専任にな
ることを望みます。

４３ 25 学校司書の配置

図書ボランティアをしていると「○○先生は？」
と、学校司書を探している子どもを時々見かけま
す。サンサンスタッフなので、その日は出勤日で
ないことがわかると、その子はとても残念そうに
帰っていきました。何かお聞きしたいことがあっ
たのか、それとも何かお伝えしたいことがあった
のかわかりませんが子どもが「司書の先生が必
要！」と感じた時にいつでも居て下さったら、あ
の子はきっともっと嬉しかったでしょうし、図書室
がもっともっと身近かに感じるに違いないと感じ
ました。
できれば学校司書はサンサンスタッフではなく、
毎日居て下さる方向で話が進んでいったら素敵
だなと思っています。

学校司書(サン・サンスタッフ)については、平成２４年度までの小・
中学校全校配置をめざしています。配置校においては、児童の読
書活動や学校図書館の充実に成果が表れています。
しかし、雇用については、「平塚市一般職の日々雇用臨時職員の
取扱要綱」に則っていることから、現状ではご意見に沿うことはでき
ないことをご理解ください。
また、専任の学校司書配置は考えていませんが、常勤の専任司書
教諭を配置するよう国に対して要望していきます。
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４４ 25 学校司書の配置

子ども読書活動推進計画を平塚市として推進し
ていくのであるなら、まず最初に平塚市の全小
中学校に学校司書を配置するのが最善の選択
だと感じます。司書教諭に専門職の仕事として
任せればいいという考えでは　学校のシステム
も先生方の意識も変わらないと思います。

現場の先生に任せるのではなく専門職としての
司書配置をしてほしい。全くいない学校図書館と
1日でも司書がいる学校図書館は雲泥の差で
す。各校に司書が配置されれば　図書ボランティ
アの機能も発揮できるので司書の存在は不可
欠です。スクールカウンセラーのように掛け持ち
でも、週1日の勤務で公共図書館から司書を配
置してください。学校による不平等をなくしてくだ
さい。
ボランティアは学校司書と手を組んで学校と輪
になることでボランティアの意識と意欲の向上で
こども達に本に親しむ場を提供していけると思い
ます。

ボランティアはできることをできる範囲で何とか
やっていくのだから子ども達にダイレクトに関わ
る司書を、ぜひ中学校では一斉に配置してくださ
い。

市立図書館からの司書の派遣は難しく、考えていません。
学級担任等の兼務により司書教諭としての活動が、十分できる状
況にないことは理解しています。専任の学校司書の配置は考えて
いませんが、今後も常勤の専任司書教諭の配置について国に強く
要望します。
また、学校司書（サン・サンスタッフ）の配置につきましては、徐々
に配置数を増やしているところであり、平成２４年度には、小・中全
校配置をめざして努力しています。
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４５ 25 学校司書の配置

予算の関係で　全小学校に司書が配置されてい
ないのは、同じ平塚市民の子どもなのに不公正
を感じずにはいられない。これから中学校に項
次配置されていく予定だが小学校にあった司書
というシステムが中学校になくてどうやって本と
親しむ環境を作っていくのか、どのような項番で
どこの中学校に司書を配置するのか、中学校の
司書の人数が　決まっているのなら　スクールカ
ウンセラーのように何校かを掛け持ちしてでも中
学校全てに配置すべきである。待っていたら　我
が子は　司書と出会うことなく卒業してしまう。

学校司書（サンサンスタッフ）の配置については、項次配置してお
り、平成２４年度までには小・中学校全校配置をめざしております。
学校のかけもちをしてでも全校配置をすべきとのご意見でしたが、
現在の任用でも日数が足りないとのご意見も多数いただいている
ことから、スクールカウンセラーの様なかけもちの配置は難しいと
考えます。市としましてもできるだけ早期に全校配置ができるよう
努力していきます。

４６ 25 学校司書の配置

中学校に司書を配置して欲しい。
（理由）
　・現実として鍵がかかっている学校がほとんど
先生が忙しく、選書を吟味している時間がなく、
せっかくの予算が有効に使われていません。
　・小学校から引き続き、司書のいる図書室を
作って欲しい。せっかく活発になってきた流れを
とめないで下さい。

４７ 25 学校司書の配置

中学校に司書を配置して欲しいです。無人の図
書室は鍵がかかっていることが多く、思うように
出入りができません。ボランティアも尐ないた
め、常に開けておくことは不可能です。放課後等
の利用が可能になると読書する機会も増えると
思います。（もし、可能になった時は、受け入れ
る学校の準備・意識作りも大切だと思います。）

中学校の読書活動充実のためにも、平成２４年度までの全校配置
をめざし努力していきます。
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４８ 25 学校司書の配置

学校司書は給料等、勤務体系がサンサンスタッ
フであるため、資格があるのにもかかわらず、権
威がなさすぎると思います。校長先生、職員の
先生方に（学校によって、認識が異なるので）司
書として、しっかり認めて頂けるような手立てを
とって頂きたいです。

事業番号２８「読書活動推進のための校内協力体制づくり」等の中
で取り組んでいきます。

４９ 26
学校図書館の活
用や読書指導の
充実

情報収集能力に差があると学校図書館にも差
が出てしまいます。協議会の活動にもからん
でっくるポジションなだけに、簡単に情報とコミュ
ニケーションが図れるシステムを作ってみてはい
かがでしょうか。

５０ 26
学校図書館の活
用や読書指導の
充実

学校図書館の担当には国語科の先生がなるこ
とが多く、これまで小学校の図書館では、文学の
に重点がおかれていた傾向があるため、自然科
学や社会科の分野の本が充分にそろっていな
かったように感じます。いろいろな分野の本をバ
ランスよくそろえ、情報の新しい本、子どもたち
のニーズに合わせた魅力的な本に入れ替える
など、生きた図書室にしなければ、学校図書館
を活用させることはできないと思います。そのた
めに司書はやはり不可欠な存在であり、読書指
導を充実させるには、司書や司書教諭が常に専
門的な新しい情報を得る機会が必要です。

５１
２６
３０

・学校図書館の活
用や読書指導の
充実
・学校図書館担当
者研修会

図書館運営についての講演会・研修会、他校と
の情報交換等は大変勉強になります。
子ども達の読書活動を充実させるためには、担
当者がまずしっかりとした知識や技能をつけるこ
とが大事だと思いますので、他校や中央図書
館、地域と連携した研修会等をもう尐し増やして
いただけるとありがたいです。

事業番号３０「学校図書館担当者研修会」と連携しながら、当事業
における学校図書館活用支援事業の中で、司書教諭打ち合わせ
会、学校司書説明会、連絡協議会、指導主事訪問による実施校別
意見交換会等を活用し、必要な情報提供・情報交換を行います。

当事業における学校図書館活用支援事業の中で、司書教諭打ち
合わせ会、学校司書説明会、連絡協議会、指導主事訪問による実
施校別意見交換会等を行い、情報提供・情報交換を行います。
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５２ 27
読書活動計画の
作成、読書の時間
の充実

子どもたちが自主的な読書活動計画をたて、読
書の時間が充実するためには、子どもたちが手
に取りたくなる魅力のある本、情報が新しく役に
立つ本が身近にあることが必要です。
古くて汚い本が並ぶ図書室や学級文庫ではな
いように、図書室や教室に、先生や司書、図書
ボランティアの目と手が行き届く体制作りができ
るといいです。

蔵書増や研修等、他課の取組とも連携しながら、校内の体制づくり
を支援します。

５３ 27
読書活動計画の
作成、読書の時間
の充実

担任を持ちながら、活動計画を作成することは、
かなり負担がかかるのではないか。例があると
作りやすいのではないでしょうか。

事業番号２６「学校図書館の活用や読書指導の充実」における学
校図書館活用支援事業の中で、各校の計画書・報告書の資料を
提供します。

５４ 27
読書活動計画の
作成、読書の時間
の充実

計画と共に、評価もして欲しいと思います。学校
間の情報交換等や司書を配置した計画の充実
を望みます。
また、学校長には担当教諭と司書さんが、定期
的に相談出来る時間の配慮を学校計画レベル
でしてあげて欲しいです。

司書教諭と学校司書（サン・サンスタッフ）の連携は不可欠なものな
ので、学校内の現状を踏まえつつ、校内の協力体制作りと併せて
支援します。

５５ 28
読書活動推進の
ための校内協力
体制づくり

内容がおおざっぱで具体性に欠けると思いま
す。事業３０の研修会に参加した『図書館担当者
を中心に、学校司書、ボランティア、授業で利用
する学級担任のよりよい協力体制作り』と明記
すべきではないでしょうか。

校内体制とは、各学校の実態に合わせ、多くの教職員がかかわり
構築していくことが重要かつ大切であることから、校内の協力体制
づくりを推進していく事業として位置づけたものです。
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５６ 28
読書活動推進の
ための校内協力
体制づくり

図書部がありますが機能しているかどうかの判
断はどちらでされているのでしょうか。学校全体
で学校図書館という機能を生かす試みをしてい
くべきと考えます。

学校図書館の機能については、各学校の実態を踏まえ、学校全体
で考えることが必要です。学校間の情報交換を進めながら、各校
に応じた学校図書館の活用が図られるよう努めます。

５７ 29
図書だよりなどの
広報活動の充実

司書や司書教諭が様々な学校の図書だよりを
見て魅力的な図書だより作りの参考にしたり、広
い視野を持ち刺激を受けいつも新しい情報を得
ることができるよう、司書や司書教諭間の情報
交換・交流の場が定期的にあるといいと思いま
す。

事業番号２６「学校図書館の活用や読書指導の充実」における学
校図書館活用支援事業の中で、司書教諭打ち合わせ会、学校司
書説明会、連絡協議会、指導主事訪問による実施校別意見交換
会等の機会を活用し、図書だより等の必要な情報交換が出来るよ
う工夫していきます。

５８ 29
図書だよりなどの
広報活動の充実

中学校では、図書便りを作成していますか。図
書便りは誰が書くのですか、司書担当の先生で
は図書館便りの発行は難しいと考えます。

図書だよりについては、図書担当の教員が作成したり、学校司書
（サン・サンスタッフ）や、図書委員会だよりとして生徒が作成したり
するなど、各学校の実状に合わせて工夫しています。

５９ 30
学校図書館担当
者研修会

21年度は、学校司書の意見交換会、図書システ
ムの詳しい説明が、年度初めにあり、新年度の
図書館活動がスムーズに始められたと思いま
す。また２回目の研修会では、市川市学校司書
高桑弥須子先生の講演を聞くことができました。
活発に図書館活動をされている学校の事例は、
大変勉強になりました。花水小では、図書システ
ムを主に本の貸しだし・返却に利用しています。
図書システムを今後こんなことに使える、あんな
ことに使えるといったことを指導してくださるとう
れしいです。

研修内容にご意見を反映していきます。
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６０ 30
学校図書館担当
者研修会

「図書システム」の活用、学校図書館の運営、選
書の工夫などの研修を実施します。
と下線部の加筆ご検討ください。
同じ本を必要以上に重複して注文してしまう、９
類の本ばかり買って、４，５，６類が尐ないという
ことがあります。

「図書システム」を利用することによって分類についてデータを調べ
ることもできます。また、研修等の際に蔵書のバランスについて講
話のテーマとすることも検討します。「選書」も含めての「学校図書
館の運営」ととらえています。

６１ 30
学校図書館担当
者研修会

「図書システム」の研修について、進級処理の研
修を５月に行っているのでは間に合わない。進
級処理は４月に行うのでその前の研修を望みま
す。
情報交換の時間がとてもためになる。今困って
いること、苦労していることが他校でどのようにと
り組んでいるのかはとても参考になる。

研修の際に情報交換もできるよう検討します。また、進級処理の研
修もふくめて、「図書システム」を有効活用できるような研修を充実
させていきます。

６２ 30
学校図書館担当
者研修会

学校司書としては研修は認可されていないよう
ですが、教員対象の研修に自由参加という形で
参加させていただけてとても勉強になりました。
同じ教育の場にいながら、なぜこのようなスキル
アップの機会が教員にしか与えられないのか疑
問です。まず平塚市から学校司書の仕事を認め
ることを始めていただければ、何か変わっていく
ような気がします。研修の機会を今以上に増や
していただければ、提供できる情報量も増え学
校図書館の活用にも反映していけると思いま
す。

学校司書の研修について、研修の機会が認められるよう働きかけ
たいと考えます。また、研修の形を工夫して、学校司書の方にも研
修が受けられるよう検討していきます。

６３ 31
学校図書館の蔵
書の充実

「蔵書の充実」とすべきではないでしょうか。「読
書センター」「学習情報センター」と呼ばれる学校
図書館を目指すには、利用されていない図書
（情報が古い、子どもの生活になじまない等）は
廃棄し更新を続けていく事こそ重要。冊数ばかり
に注目せず、「内容」こそ重視してほしい。

冊数ばかりではなく内容を重視するという趣旨の意味合いをこめる
ためにも、ご意見のとおり、『蔵書の充実』という表記に修正いたし
ます。
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６４ 31
学校図書館の蔵
書の充実

学校図書館が「読書センター」としての機能を持
ち、情報センターとなるようにするには蔵書数や
種類が増える必要がある。
しかし、現状では本の購入予算は年々減ってい
る。減額しないで欲しい。

６５ 31
学校図書館の蔵
書の充実

学校図書館図書標準とあるが、現状では基準の
冊数のみしか示されていないと思う。
学校の特色にあわせて蔵書を選んでいくことも
必要だと思うが、資料となるものなど、最低限必
要なものなどは基準が欲しい。

６６ 31
学校図書館の蔵
書の充実

子供向けの図鑑と一口に言っても１年生と６年
生では理解する言葉も求める知識も大幅に違
う。安易なネット検索に向かわない為にも、調べ
学習に有効利用できる資料を充実させて欲し
い。

６７ 31
学校図書館の蔵
書の充実

数だけではなく、内容が充実していることが大切
だと思います。
子どもたちが手に取らない本、情報が古い本が
びっしり並んでいて、蔵書数が充実していると
言っても無意味です。学校によっては驚くほど
データの古い本まだ多数残っており、本当に調
べ学習に役立つ本はわずかということもありま
す。
数だけではなく、内容を点検・把握し、本当の意
味での充実を維持できる司書の必要性がここで
も強く感じられます。

図書の選定にあたっては「全国学校図書館協議会図書選定基準」
があり、図書の廃棄や更新についての目安は学校図書館評価基
準、廃棄規準がありますので、それらを参考にしながらすすめるこ
とになります。学級数や学校規模に応じて基準となる蔵書の標準
数がありますので、おのずと学校により図書の予算が異なります。
ご意見の通り、ただ単に冊数の基準を満たそうとするのではなく、
図書の内容充実や読書活動の活性化の視点から図書の選定を進
めていくことが重要と考えます。こうした視点をふまえ、市としては、
学校の特色や指導の重点、子どもたちの実態や学習システムに応
じた利活用しやすい図書整備を推進することの重要性を学校図書
館関係者の協議の場に反映していきます。各学校が、主体的に確
かな意図と見通しをもって計画的に図書館整備をすすめられるよう
支援します。
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６８ 9 31
学校図書館の蔵
書の充実

学校の図書館は　生き物と考えます　充足率も
重要だと思いますが、まずは20年前の本を何と
かしてほしいです。廃棄処理ができ新しい本を
入れて循環させてこそ充足率は生きてくると思
います。
また図書部という部門が学校にあるようですが、
学校司書を持たない学校の本の選定にあたる
方の情報収集能力により子ども達のニーズに
あった本を　手に取れるかどうかに差が出てくる
と思います。担当の先生にお任せすることなく
図書部全体で選本をしてほしい。
小学校においては　児童数の差が大きく本の購
入予算が　学校で随分と差があるようです。情
報収集の場として本に親しむ場としての学校図
書館は、どこも同じで機能を一律のレベルを保っ
てほしい。人数の多い学校では　公共図書館の
利用が考えられるが、公共図書館も遠いので、
学校図書館の充実もされないと悲しいです。

６９ 31
学校図書館の蔵
書の充実

２０年前、３０年前に発行された本が大量にあ
る。それを新しいものに替えるほどの図書購入
の予算がないので（だんだん減らされている）数
ももちろん、質（新しい資料）を充実させていけれ
ば良い

図書の選定にあたっては「全国学校図書館協議会図書選定基準」
があり、図書の廃棄や更新についての目安は学校図書館評価基
準、廃棄規準がありますので、それらを参考にしながらすすめるこ
とになります。学級数や学校規模に応じて基準となる蔵書の標準
数がありますので、おのずと学校により図書の予算が異なります。
ご意見の通り、ただ単に冊数の基準を満たそうとするのではなく、
図書の内容充実や読書活動の活性化の視点から図書の選定を進
めていくことが重要と考えます。こうした視点をふまえ、市としては、
学校の特色や指導の重点、子どもたちの実態や学習システムに応
じた利活用しやすい図書整備を推進することの重要性を学校図書
館関係者の協議の場に反映していきます。各学校が、主体的に確
かな意図と見通しをもって計画的に図書館整備をすすめられるよう
支援します。



ページ 事業Ｎｏ 事業名
対象事業

意見内容 意見に対する考え

７０ 31
学校図書館の蔵
書の充実

Ｐ１６に充足率の説明を入れてください。
充足率のみで学校図書館の充実をはかるのは
危険です。
学校にも数さえそろっていればという発想があり
ます。
３０と呼応して、本当の充実が出来るように担当
課にお願いしたいです

充足率の説明についてはＰ５と同様に記入いたします。
学校図書館の充実を図るのに蔵書の増加は全てではありません
が、必要な要素です。今後も蔵書の活用や指導等、読書活動その
もの充実の観点と合わせて取組みます。

７１ 32
学校図書館の環
境整備

花水小では、児童数が多いため、新しい本もたく
さん購入することができ、ありがたいことだと思っ
ています。最近の本は、昔に比べ大きいサイズ
のものが多いです。本棚は、棚のたかさが固定
されているものが多く、配架に大変苦労していま
す。ボランティアさんからは、子どもの目をひく、
工夫した本の展示がしたいと声があがっていま
す。是非、本棚、本を紹介する棚を購入できる予
算をとっていただけたらと思います。

７２ 32
学校図書館の環
境整備

最近は、背の高い本や様々な大きさの本が多い
ので、学校図書館に棚板の動かない作り付けの
棚が入ってしまっている場合、わかりやすい分
類・配置が困難になることが多いです。棚板を移
動可能なものに作り変えたり、棚を新規で購入
する場合や図書室を改装する場合には、棚やそ
の他の整備品の規定を新しくする必要がありま
す。また、表紙を見せて平置きすると子どもたち
に手に取られやすくなるなど、人気の書店の見
やすい本の配置や展示を参考にした上で、使い
やすい魅力ある環境整備整ができるとよいと思
います。

各校では限られたスペースの中で配架の工夫をしています。今後
も、魅力ある学校図書館にしていくため、配架等に関する情報提
供・情報交換をしていきます。
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７３ 32
学校図書館の環
境整備

学校図書館が会議の場として存在する学校
→子ども達が利用しやすい図書館を目指すなら
本を読む机や椅子を会議のためのものではない
仕様で整備してほしい。
テーブルを一列に並べた図書館の様は　会議室
というほかないです。

学校図書館という機能を考えた環境整備が第一と考えます。今後
も情報交換等の中で、机・椅子等の配置の工夫等を図ります。

７４ 32
学校図書館の環
境整備

学校図書館の整備をし、蔵書数も増え資料など
も工夫して収集し、学習に対応できるように努め
てきました。ボランティアさんの協力がなけれ
ば、せっかく集めた資料も整理が追いつかず活
用されないまま放置されていたかもしれません。
とても助かりました。このような協力体制は、学
校によって違うようです。なんとか格差のない学
校図書館づくりができないか、これからの懸念事
頄ではないでしょうか。改善策としては、有志で
整備ボランティア隊のようなものを結成し、ボラ
ンティアさんがほとんどいない地区への整備の
お手伝いをするなど・・・困っている地区のお助
け隊などつのってみるのもひとつの考え方だと
思います。

学校司書（サン・サンスタッフ）の配置や子ども読書活動推進協議
会との連携、現在企画されている全市的なネットワーク等、他課の
事業とも関連させながら、進めていくことが必要と考えます。



ページ 事業Ｎｏ 事業名
対象事業

意見内容 意見に対する考え

７５ 33
「図書システム」の
活用と学校図書
館の機能の充実

「・・蔵書をデータベース化し、蔵書データの有効
活用を図り、学校図書館の機能の充実を推進す
る」  とあるが、
  これは単独の学校図書館内についてのみを想
定した表記のように読み取れる。
市立小中学校の図書館を使っての情報教育の
ため、またそれぞれの図書館の蔵書の有効活
用とのためには単独では不充分である。 各学
校間だけでなく、公共図書館との蔵書検索など
の情報システムがつながり、相互貸借ができる
ことが望まれる。
狛江市や座間市などの先進的な自治体の取組
を参照し、ぜひそれを実現してほしい。

市立図書館との連携について、学校の図書システムと市立図書館
のシステムとは、互換性がありません。現時点では平塚市中央図
書館のホームページを利用することによって、図書館の蔵書を検
索することができます。また、学校図書館の蔵書については「情報
ボックス・ライブラリー・サーチ」によって検索することができます。
今後システム上連携する仕組みができれば検討していきます。

７６ 33
「図書システム」の
活用と学校図書
館の機能の充実

図書システムの整備が終了したかのような印象
を持つが、ハード面と利用者サイドの両方にま
だ問題があるのが現状だ。
「ハード面」…利用しているＰＣの処理能力が弱
い。管理にプリンタが必要。バックアップの問
題。
「利用者」…サンサンスタッフの司書は、ＰＣのエ
キスパートではないので、子どもが利用した際、
予想外の事態がおきやすく、その対処はできな
い。ボランティアしかいない日もある。よって、
『ハードとソフト両面のバックアップ体制を構築し
ます』と入れるとよい。

小学校28校は平成21年度までに新しいパソコンが入り、中学校15
校も平成23年度にパソコンが新しくなります。したがって、パソコン
の処理能力もアップしています。また、図書用プリンターはすでに
導入し、活用されています。バックアップ問題については、USBを配
布し、対応しています。さらに、「図書システム」が活用されるようサ
ポートしていきます。

７７ 33
「図書システム」の
活用と学校図書
館の機能の充実

データベース化されることにより、蔵書の管理が
スムーズになりました。延滞・集計などの運営面
においても、とても便利になりました。

さらに「図書システム」の活用をすることによって、学校図書館が利
用されやすいものになるようサポートしています。

７８ 34
幼児と中・高生と
の絵本を介した交
流の機会

誤植
増やしますため→増やすため

修正いたします。



ページ 事業Ｎｏ 事業名
対象事業

意見内容 意見に対する考え

７９ 35

子どもの読書活動
に関する全市的な
ネットワーク組織
の構築

ネットワーク組織を構築するのは重要なことだと
思いますが、早急に取り掛かるのではなく、各中
学校区内で十分時間を取り協議を重ねた上で
推進して頂きたいと思います。

８０ 35

子どもの読書活動
に関する全市的な
ネットワーク組織
の構築

ボランティア・協議会の更なる活性化のために、協議
会の連携は不可欠です。　行政とボランティアの協
働で、次の世代にも継承出来る平塚ならではのネッ
トワークの構築を望みます。（組織＝負担感となら
ずに、一人ひとりのボランティアが、自由に選択でき
る、縛られない）

８１ 35

子どもの読書活動
に関する全市的な
ネットワーク組織
の構築

全市的なネットワーク組織ができ、ボランティア
同士でより気軽に交流し、情報交換し、協力しあ
うことができれば、地域や学校による読書推進
の格差が尐しずつなくなる大きな助けとなること
と思います。

全１５中学校区の子ども読書活動推進協議会相互の緩やかなネッ
トワーク化を図ることから始め、その次の段階で全市的なネット
ワークを構築したいと考えています。

８２ 36

ボランティア養成
相談窓口（ボラン
ティアビューロー）
の設置

ボランティアされる側にとって、本当にうれしい
サービスができるボランティアにな
るために、大切にするべき基本的なこころの持ち
かた、守るべきマナーなどをまと
め、する側の自己満足ではなく、よろこばれるボ
ランティアが増えるよう、ボラン
ティアの質向上のためのガイドブックを作るとよ
いと思います。

ご指摘のとおりボランティア活動はする側、受ける側との思いが一
方通行ではいけないと考えます。ガイドブックの作成については、
一人一人のボランティア活動に対する基本的な考え方がさまざま
であることから、ボランティアの方々が話し合って、活動者の視点
でつくり上げるという方向で検討します。

平成２０年度までに全中学校区に読書活動推進協議会を立ち上げ
ていただきました。設立時期やボランティアの考え方などから活動
内容は地区により異なりますが、他地区の情報が欲しい、相談で
きるところがあると良い、問題を解決したいという思いは共通してい
ます。
そのような理由から、ネットワーク組織を立ち上げるため、現在「子
ども読書活動ネットワーク準備委員会」(協議会、校長会、教育委
員会が構成員)で、時間をかけて準備を進めています。



ページ 事業Ｎｏ 事業名
対象事業
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８３ 37
子ども読書活動推
進協議会の活動
の活性化支援

子ども読書活動推進協議会の活動が活性化す
るためには、もっと広くわかりやすく、人々に活
動を知らせ、理解されることが必要と感じます。
まず、学校や公民館など地域の人々の拠点とな
る場の理解と積極的な協力をさらに得ることが
できればもっと理解されやすくなると思います。

市としての周知については、広報紙やホームページなどで市民へ
の周知を図っていきます。
学校や公民館などの協力については、協議会から要請があれば、
できる限りの支援をいたします。

８４ 37
子ども読書活動推
進協議会の活動
の活性化支援

協議会の知名度・認知度が低いと思いますの
で、広く知って頂けるような配慮が必要だと思い
ます。
学校でボランティアをしている方にとって、地域
に目を向ける、地域と関わりをもつという意識を
どう育てていくかは課題になると思います。

事業番号４０「広報紙等での読書活動の紹介」、事業番号４１「子ど
も読書活動推進フォーラムの開催」などの事業で市民に広く周知
いたします。
さらに、各協議会においても公民館だより等に活動の様子等を掲
載し、地域への周知を呼びかけていきます。

８５ 38
図書ボランティア
の募集

担当課が各学校、連携機関等が子ども読書活
動推進協議会と記されていますが、学校の理解
が充分ではない現状をみると、いましばらくは社
会教育課のサポートが必要と考えます。

各中学校区の子ども読書活動推進協議会は、市の政策として設立
させていただいた経緯がありますので、各関係機関の理解が深ま
るよう今後も継続して支援したいと考えます。

８６ 38
図書ボランティア
の募集

所属している地区は増えているが、ボランティア
の特性上、任期などは、本人の意志に任されて
いる。人を増やすだけでなく、ある程度、責任を
もつ、継続的な意識等、質の向上も考えた方が
良いと思う。（でも楽しく活動することが根底に
あっての話ですが・・・）

学校で主に活動をされているボランティアの方は児童・生徒の保護
者であることが多く、児童・生徒の卒業とともに、辞められてしまう
方も多いと伺っています。
今後は、意識啓発に取組むとともに、保護者の方だけでなく地域の
方を協議会ボランティアとして広く募集して頂くよう、ご案内していき
たいと考えています。



ページ 事業Ｎｏ 事業名
対象事業
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８７ 39

中学生、高校生の
ボランティア活動
の情報提供や相
談の機会の充実

中学生に図書ボランティアをやってもらうにはど
うするのですか
　学校と協議会が連携するシステムになってい
ますが子ども達が学校や地域で活動するボラン
ティアを学校は理解しているのでしょうか
　推し進めることが　平塚全市で行われるので
しょうか

８８ 39

中学生、高校生の
ボランティア活動
の情報提供や相
談の機会の充実

中学生、高校生の中にも、絵本を読むのは苦手
でも、本が好きで手先が器用なので、本の修繕
や分類整理などの図書整備ならやってみたい！
と思う生徒もいると思います。図書整備こそ人手
が必要だったり、新しい感性やセンスが活かさ
れることも多くあります。ぜひ中高生に、読み聞
かせボランティアだけでなく、図書整備ボランティ
アにも参加してもらえるようになるといいです。も
しかするとそれをきっかけに、司書や本に関わる
仕事に興味を持つようになる人もいるかもしれま
せん。

８９ 39

中学生、高校生の
ボランティア活動
の情報提供や相
談の機会の充実

担当課：現在ではまだ実績がないが、協働推進
課の協力を得ることで、読書がライフステージを
通しての取組となり、自立した市民を育てること
ができるようになると考えます。協働推進課、市
民活動センターとの協働を提案します。

協働推進課と検討いたします。

協議会の活動を、中学生にもボランティアで関わってもらうというこ
とであれば、各協議会の構成員でもある中学校の校長に相談して
ください。生徒のボランティア活動は自主性を重視していることか
ら、強制的に参加という勧め方はしませんが、情報提供し相談が
あった場合の環境を整えていきたいと考えます。
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対象事業

意見内容 意見に対する考え

９０ 39

中学生、高校生の
ボランティア活動
の情報提供や相
談の機会の充実

手がかかり大変だと思いますが、中学生の職業
体験、ボランティア活動の場としてもっと図書館
を開放して欲しいと思います。

　現在中学生の図書館での職業体験は学校の体験事業の一環と
して受け入れています。
　また中高生のボランティアについては、社会参加活動として、申し
出があれば随時受け入れています。

９１ 40
広報紙等での読
書活動の紹介

広報誌掲載の記事のことですが、連載での記
事、例えば町名の由来などですが、とてもおもし
ろいものもあるので、まとめて読んでみたいと
思っても、広報のバックナンバーを探すしかない
ようなので、どこかでまとめて保管してほしいと
思います。
（問い合わせにすぐ対応出来るように）

事業に対するご意見ではないようですが、広報紙のバックナンバー
は、中央図書館でご覧になれます。今後は広報紙のスペースの問
題がありますが、各中学校区の協議会活動の紹介等を掲載してい
きたいと考えています。

９２ 41
子ども読書活動推
進フォーラムの開
催

平塚市における子ども読書推進活動への理解
を広げ深めるために、年に一回全市民を
対象にするフォーラムはとても大切で有効なも
のだと思います。今後も、子どもたち
が大喜びし毎年市民に楽しみにされるようなイ
ベントとなるよう、企画・開催される
ことを期待しています。

今後も市民と行政の協働によって、期待して頂けるような内容で開
催するように努力します。

９３

学校司書は正規雇用が理想ですが、諸般の事
情で困難なことは理解します。
　そこで、ボランティアとの協働が不可欠だと思
います。学校やボランティアとの信頼関係づくり
だけでも大変だと思います。本来の仕事の達成
感も考慮すると、短期間での配置で終わること
無い様せめて、1年生が6年生になるくらいの長
期で配置を考えて欲しいと思います。

学校司書（サン・サンスタッフ）の配置に伴い、読書活動の充実に
成果が表れています。さらなる充実をめざして検討していきます。
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９４

平塚市子ども読書活動推進計画第二次案は一
次案に続き、よく考えられ作成されていると思い
ます。計画を推進されるためにも予算が十分組
まれることを望みます。

厳しい財政状況ですが、努力します。

９５

さまざまな部署での取り組みを一覧にまとめら
れていて、市全体として子どもの読書に関わる
事業をこんなにたくさんやっているのだということ
が良くわかりました。

多くの市民に知っていただけるように、計画のリーフレット版の作成
を予定しています。

９６

「つながる子どもの読書活動」など図式化されて
いるところが
わかりやすかったです。

９７

細かいですが、ページ数のところのイラスト（キャ
ラクター）も
親しみやすく良かったです。

９８

第一次計画を受け、より具体的に計画が作成さ
れていると思います。特に「つながり」のキー
ワードが良いと思います。言葉だけではなく、そ
れぞれの事業が有機的につながることを期待し
ます。

計画書にあるように、様々な関係機関との連携に努めて推進して
いきます。

９９

第二次計画を推進する行政と市民の推進会議
の設置。
全市的に推進していく、行政やボランティア当事
者のみでなく有識者等も交えたテーブルをつくり
が必要ではないでしょうか。

ご指摘の内容は、今後の課題とします。

１００
「子ども読書のまちひらつか」をもっと発信してほ
しい。

事業番号４０「広報紙等での読書活動の紹介」、事業番号４１「子ど
も読書活動推進フォーラムの開催」などの事業で市民に広く周知し
ます。

子どもが見ても分かりやすい計画書とするため、ビジュアル化しま
した。



ページ 事業Ｎｏ 事業名
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１０１

第一次計画のなかで、全１５中学校区に推進協議
会が発足したことは、とてもすばらしいことではないで
しょうか。全国に誇れる行政と市民活動の成果だと
思います。
　第二次計画では、各協議会の更なる連携を図
り、子どもの読書環境づくりに反映をしていただきた
い。

事業番号３５「子どもの読書活動に関する全市的なネットワーク組
織の構築」、事業番号３７「子ども読書活動推進協議会の活動の活
性化支援」で取り組みます。

１０２

全１５中学校区で、ボランティアが試行錯誤しながら
も、子ども読書の環境づくりに懸命に取り組んだ全
ての事業をみると総額１０５万円の予算でよくできた
とものだと感心すると同時に、ひらつかの子どもたちは
温かく見守られていますね。協議会に対する、予算
をしっかり考慮してください。

厳しい財政状況ですが、努力します。

１０３

公民館でも　図書コーナーがあり　本を購入する
予算があると耳にしました。本の選定は誰がす
るのでしょうか？
公民館主事さんがされていると思いますが困っ
ている公民館はありませんか？
リサイクル本を受け入れるのにも　その後の処
理はどうされるのでしょうか？公共図書館に受
け入れてもらうのですか？

公民館では、子ども読書活動推進の一環で子ども向け図書を毎年
購入しています。本の選定は、地区の子ども読書推進協議会や公
民館の読み聞かせグループ等の意見を参考に行っています。
リサイクル本の受け入れを行っている館では、前述の団体の方々
等の協力を得ながら、公民館にある図書の入れ替えや整理等を
行っています。
なお、地区公民館でお預かりした本を市立図書館で受け入れても
らうことはありません。
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１０４

すこし前の東京新聞に「子に言う前に親が読書」という記事があり
ました。
その中で、学校での「朝読」は定着してきたので、次は親子で同じ
本を読んで感想を語り合う「家読（うちどく）」を薦めていました。
中学1年の息子は、父親が読んでいる時代小説を楽しそうに読ん
でいます。
もちろん、朝読の時間は本を読んでいるそうですが、クラスの生徒
の半分ほどは、遊んでいるとの事です。
この4年ほどで、図書室の地位が上がったように思いますし、図書
ボラもずいぶん優遇されてきて、たくさん勉強させてもらいました。
目標としてきた読書のための環境づくりは達成されつつあるように
思います。
だからこそ、今後は一部の人のためだけのものではなく、いろんな
人がこの環境を利用してもらいたい、本好きの人が何かやっている
…で終わらせたくないと思いました。
朝読の時間に本を読まない子たちは、読みたい本がないから、読
むべき本がわからないから遊んでいるのではないでしょうか？
でも、放課後のBOOK OFFにはたくさん中学生がいます。マンガな
ら読むんですよね。
朝の読書タイムを読む時間からブックトークの時間にするとか、自
分の好きな本について語り合う(マンガも含む）時間をとるのはむず
かしいのでしょうか？
子どもには夏休みには必ず、読書感想文や読書カードの宿題がで
ます。それを親子で本を読みあうとか、家族の感想を書いてもらう
とか、宿題の形を変えてもらうのはできないでしょうか？
いずれも学校の協力がなければできませんし、家族の形も複雑に
なっていますので、難しいと思います。
ただ、せっかくできあがった環境を維持するためにたくさんの人を
無理せず、自然に巻き込んでいってほしいな、と思います。

子どもの読書について、朝読書の時間や宿題の扱い等、さまざま
な工夫の余地があるようです。
学校や家庭のそれぞれの実状を踏まえ、取組を進めていきます。



ページ 事業Ｎｏ 事業名
対象事業

意見内容 意見に対する考え

１０５
子ども読書の日に
ついて

子ども読書の日は、４月２３日で市のお話会等
のＰＲはされていても、その頃はまだ小学校で
は、学校司書の配属はされているかいないかで
す。つまり学校側では、図書担当の教員が何ら
かの対応をしていなければ、ポスターを掲示す
るにとどまります。忙しかったり関心がなけれ
ば、ポスターさえ掲示されないでしょう。実際の
貸し出しは、５月からの学校が多いでしょうし、学
校サイドではあまり読書推進に反映されている
日とは思えません。児童・生徒にＰＲするには、
やはり学校サイドでのＰＲが重要だと思います。

４月は各学校とも年度はじめの校内体制作りの時期となっており、
各学校の計画に基づいて取組を進めることが必要と考えます。

１０６
事業番号１８～２２
効果的な広報を望みます。

広報ひらつか、図書館HP、ポスター、チラシ等を使用し効果的な広
報を行います。

１０７

本市において、4つの公共図書館が配置されて
いる。
図書館本来の業務も大変でしょうが、鎌倉市の
ような
市民ボランティアを育成し、図書館がもっと中心
的存在になり子ども～国民読書年をしっかり考
えて欲しいと思います。　　（図書館を拠点にした
まちづくり）

　平塚市は全中学校区に協議会が設立されています。教育委員会
では、課の枠を超えたプロジェクトチームが中心となり、学校や地
域の方たちと行政が協働して子ども読書活動を推進しています。



ページ 事業Ｎｏ 事業名
対象事業

意見内容 意見に対する考え

１０８

子ども読書のHPの充実（ぜひ図書館にやってい
ただきたい）
市内で多くの事業が展開されています。タイム
リーな情報提供が必要です。

子ども読書関連のホームページの充実を図ります。子どもが図書
館で本を探索するときに必要な情報や、調べものをするときに安心
して利用できるサイトの紹介等内容の充実を図っています。
　子ども読書活動推進協議会関係の情報については、各協議会と
緊密に連絡を取り合いタイムリーな情報提供ができるようにしま
す。

１０９
2010年はちょうど国民読書年となりますが平塚
市でも特別な取組はありますか。

現在、内容の検討中ですが、関係課等で協議し事業を行う予定で
す。


